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「様々な学部・学科が合わさって 
〈化学反応〉を起こそう︕」 

 
科学ボランティアセンター 

コーディネーター ⽷⼭ 嘉彦 

 むかし、岡⼭理科⼤学の学⽣だった頃、

各⼤学の学⽣主催の⼦どもまつりにボラン

ティアで参加していました。遊びや⼯作の

コーナーを担当しながら、理科⼤学らしい

ものを⼦どもたちと⼀緒に楽しめないかと

思いましたが、結局実現しませんでした。 

そして数⼗年ぶりに、コーディネーターとし

て⼤学に戻ってみると、そこには科学の楽

しさを⼦どもたちに伝える学⽣たちがいまし

た。そしてそのことを学びながら、⼈としても

成⻑できる講義が開講されていました。 

「⼊⾨」の講義は、学年も違う理系だけ

ではない様々な学部・学科の学⽣が同じ

班になって発表に向けて活動します。うま

く「化学反応」がおこせたでしょうか。 

夏休み中も地域で様々なイベントが開

催されます。ぜひボランティアで参加して、

理科⼤学の学⽣として、⼦どもたちに科

学の楽しさを伝えてください。 

 

  

 

６⽉ 11 ⽇（⽇），理⼤からバスで１

時間ほどのところにある「うかん常⼭公園・

交流センター」で，「うかん科学あそびラ
ンド」というイベントがありました。このイベン

トはほぼ科ボラに運営を任されており，ス

タッフ会から約 30 ⼈が参加する⼤型イベ

ントとして、私たちのイベント運営の能⼒を

試される場所でもあります。 

広い芝⽣

広 場 で 思

い切りペット

ボトルロケッ

トを⾶ばしたり，⼯作

をしたり，科学ショーを

したり，１⽇たっぷり

楽しんでもらいました︕ 

［全員集合︕⇒］ 

６⽉ 28 ⽇（⽔）には，「⽶国研修団
科ボラ交流会」が開催されました。アメリカ

の⼤学⽣ 18 名と科学実験などを通じて

交流しました。科ボラの⾏事ではあります

が，「科学・⼯作ボランティア⼊⾨」の１つ

のクラスで参加希望を募ったところ，⼀気

に 15 名が⼿を上げたことから，科ボラの

学⽣少なめという変則的な会になりまし

た。そこで，バディを決めるのに「ガチャガチ

ャ」を使ったり，⼆⼈⽻織をしたりするなど

新企画をたくさん採⽤しました。 

科ボラスタッフによる真空実験〈しゅぽ↑

しゅぽ↓〉やバンジーチャイムなどの定番実

験もとても盛り上がりました。⼤成功︕ 

 

科ボラ⼤型イベント 
続々︕ 
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   「科学・⼯作ボランティア⼊⾨ 発表会」結果発表︕ 
7 ⽉ 15 ⽇（⼟）、３つの「⼊⾨」クラス合同での発表会が⾏わ
れ、教員＋科ボラスタッフ会と受講者相互による評価を⾏いまし
た。今年の特徴は、「同じ内容がなかった」ということ。定番ものも
ありましたが、教員から⾒ても新鮮なものが多くありました。「⼊
⾨」の授業では教員はあまり教えません。むしろ、教員のほうが
学⽣さんの⾃由な発想に教わることが多く、それを楽しみにして
います。⼀⽅で⾼校での発表会のような定型の発表の仕⽅が多
かったのは残念でした。もっと⾃由に楽しくやっていいんですよ︕ 

「⼊⾨」に続いて、「実践１」「教材研究」「実践２」といった科ボ
ラの授業が準備されています。ここからは担当教員がついて、より
突っ込んだ内容や完成度の⾼いショー・⼯作を⽬指していきま
す。ぜひ受講をご検討ください︕⾃⾝の成⻑が感じられますよ。 

⽕曜９班  熱処理 

 

集中１班  レンズから⾒えるおかしな世界 

 
⽕曜４班 教えて︕シャボン⽟先⽣!! 

 

⽕曜８班 液体窒素でベイピンポン 

 

⽉曜５班 ⽢〜いトマトの⾒分け⽅︕ 

 

⽕曜６班 ⼼の共振で愛を深める⽅法 

 
⽕曜５班 切れ端で橋を作りてェ 

 

⽉曜 10 班 カラフル炭酸マグマ 

 

 ⽉曜 12 班 ⽕薬を使わない花⽕ 

 

⽕曜３班 ペンの不思議 

 

１位 ２位 

３位 ４位 ５位 

６位 

７位 

８位 

９位 

班別全コメントは 
こちら（ous アカで） 

10位 
⽕１ 超怪⼒!!滑⾞の⼒ 

⽉３ 化学発光 
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::: 学生スタッフ会 OB/OG 紹介 ::: 

 

みっちー 
 

 

広島市⽴中学校 勤務（7 年⽬） 

（理科担当） 

岡⼭理科⼤学 理学部 化学科 

（2016 年度卒業） 

科ボラ在籍 2012-2016 

 

 

＊＊ 近況・仕事内容 ＊＊ 

卒業後１年間、広島市の臨時的任⽤教諭

を経験し、その年に広島市の教員採⽤試験に

合格。現在は広島市の中学校で教諭として

勤務しています。早いもので、教諭として働き

始めて７年⽬になりました。『理科を楽しむ』こ

とを⼤切に⽇々、教材研究に追われていま

す。 

「⾃分が楽しいと思えなければ⽣徒も楽しく

ないよな〜」といつも考えています・・・。中堅と

呼ばれる勤務年数になりましたが、理想の授

業を⾏うにはまだまだ修⾏が⾜らぬみたいで

す。（何年かかるかわかりませんし、できずに引退し

てしまうかもしれませんが、とにかくがむしゃらに頑張っ

ています。） 

＊＊科ボラの思い出＊＊ 
そもそも『科学ボランティアセンター学

⽣スタッフ会』に参加したきっかけが同

期の Y くんでした。 

誘われるままに部屋を訪れそのまま⼊

会。⼈前で話すことが “とても” 苦
⼿だった私にとって、⼈前でショーや
授業をするなんて思いもよりませんで
した。（この話をするとみんな頭に「︖」を

浮かべるんですよね。なぜ︖笑） 

そんな科ボラでの思い出は、『４年
間の活動そのもの』です。実験や⼯

作の仕⽅を先輩やコーディネーターの

先⽣⽅に教えていただいたこと、それを

後輩に伝えたこと。そのために夜遅くま

で残って作業や話し合いをしたこと。科

ボラのスタッフルームで何気ない話で盛
り上がったり、ボランティアについて話し

合ったこと。イベントに来てくれた⼦ども

たちが笑顔で帰ってくれたこと。⼀緒に

なって（時には⼤⼈気なくムキになっ

て・・・）遊んだこと。⼩さな思い出が

積み重なって「科ボラ」の思い出として

残っています。 

＊＊役に⽴っていること＊＊ 

やはり⼀番は、「仮説実験授業」で

す。⽣徒にわかりやすく授業できること

はとても⼤切ですが、どれだけ「わかりや

すい授業」をしたとしても、⽣徒が⾃ら

考えることができるように展開しなけ

ればたった50分間の授業の中で、本

当の学⼒を⾝につけることはできませ

ん。仮説実験授業を通して、⽣徒⾃

ら、段階的に考えるためにどんな⾔葉

を投げかけなければならないかを勉

強することができました。 

「⽣徒が知りたいことを教えることがで

きる教員に」なることが今の私の⽬標で

す。その⽬標のためにも、時には真剣

に、時にはおどけて、時には驚きを⽣徒た

ちに与えることができるよう努⼒を続けて

います。科ボラで⾃分が⾏っていたことに

さらに磨きをかけながら授業に向かってい

ます。（⾊々な意味で本当に科ボラで

は様々なことを体験させてもらえまし

た。すごい場所ですね） 

 

＊＊後輩へのメッセージ＊＊ 

 とにかく⾊々なことに積極的にチャレン

ジしてください。科ボラにはその機会と場

所がたくさんあります。教員を⽬指してい

る⼈、⼦どもたちの⽬の前でイベントを⾏

うことは、必ず将来⾃分の⼒になります。

説明を考え、かみ砕き、わかるように⽬

線を合わせて説明する。やりきるのは⼤

変なことですが、その経験は他の何に

も代えがたいものです。教員を⽬指し

ていなくても、イベントの企画⽴案、打

ち合わせなど、社会に出て通⽤する⼒

を⾝につけることができます。 

とにかくがむしゃらに、納得がいくまで試

⾏錯誤を繰り返してください。応援してい

ます。 

［写真は学生時代（右端）
"#］ 
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::: 学生スタッフ会メンバー紹介 ::: 

 

［備品管理・広報］とうや 
 

理学部⽣物化学科 2 年⽣ 

(⼭⼝県出⾝) 

 

科ボラでは、科学を取り⼊れた⼯作や体験

ブースなどを通じて、⼦どもたちに科学の楽し

さを伝えるボランティア活動を⾏っています。

最初は学科のオリエンテーションで科ボラの

活動を知り、「こんな活動があるんだ」と興味

を持ちました。科学に興味があったので、単

位を取れる「科学・⼯作ボランティア⼊⾨」を

受けてみることにしました。つづく「実践１」で

現会⻑の鈴⽊健太さんと出会い、⼀緒に受

講しました。実践１が終わった後、鈴⽊さん

から「理系が好きなら科ボラに来てみな

い︖」と誘われました。⼊るまでに時間がかか

ったこともあり、初めて先輩や先⽣と関わった

当初は恥ずかしかったです。しかし、先輩や

先⽣からのアドバイスやサポートを受けるうち

に、恥ずかしさがなくなりました。 

最初のショーは緊張しましたが、先⽣や先

輩のサポートのおかげで成功できました。今

でも、少しは恥ずかしい気持ちがありますが、

やりたいという気持ちが⼤きくなり、ショーやブ

ースの内容を考えることが楽しくなりました。 

科ボラは私にとって⼤きな成⻑の場所で

す。これからも活動だけでなく、Twitterな

どのSNSを通じて多くの⼈に科学の楽しさ

を伝えたいと思っています。 

 

 

［外務・広報］ふ〜りん 
 

理学部⽣物化学科 ３年⽣ 

（岡⼭県岡⼭市出⾝） 

 

こんにちは︕私は⼩学⽣の頃から科学

館に家族とよく遊びに⾏っていて、科学の

おもしろさや楽しさをたくさん経験しました。

「科学が好きな⼈を増やしたい︕」という思

いで、科ボラに参加する決意をしました。 

科ボラでは、いろんな⼯作や実験ショーな

どを⾏っています。最初はやりたいブースが

たくさんあり、何をするか迷いましたが、先

輩や先⽣に相談すると、アイデアやアドバイ 

スをくれて、とても楽しく活動できました。

ただ、⾃分⾃⾝でやっていけるか不安
に思うこともありました。そんな時も、ア

イデアをまとめたりメンバーにアドバイス

をもらったりして、イベントを成功させる

ことができました。⾃分なりに⼯夫しな

がら少しずつ成⻑することが⼀番のや

りがいです。 

私は 5 ⽉のサイピアフェスティバルで、

「磁⽯で動く⾞を作ろう︕」という⼯作ブ
ースを担当しました。磁⽯を使ったブー

スは初めてで、やってみたい気持ちが強
かったです。先輩や先⽣から話を聞いた

り、YouTube の動画を活⽤したりしな

がら、試⾏錯誤しました。 

⼀番⼤変だったのは、たくさんのペット

ボトルキャップを集めることでした。科ボラ

のメンバーに協⼒を呼びかけると，多く

のメンバーがそれにこたえてくれたおかげ

で、⼤量のキャップを⽤意することができ

ました。 

当⽇は、紙コップと磁⽯を使って、N

極と S極の引⼒や反発⼒を利⽤して

⾞を作りました。⼦どもたちからは「磁⽯
で⾞を動かすのが楽しかった︕」「とても

⾯⽩かった︕」といった反応があり、⾃
分⾃⾝も達成感と喜びを感じました。 

 

科ボラには、科学が好きな⼈や苦⼿

な⼈、話すのが得意な⼈や苦⼿な⼈

などさまざまなメンバーがいますが、みん

なが優しく丁寧に教えてくれます。⼤学

⽣活を思い切り楽しみたい⽅や科学に

興味を持っている⽅は、ぜひ私たちと⼀

緒に科学の楽しさを味わってみません

か︖お待ちしています︕ 

 


